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研究成果の概要（和文）：外部性の存在する経済におけるメカニズム・デザインに関連して、まず、主体が先の
ことを考慮に入れて先見的行動をとる場合には、効率的な全体提携が形成されるか否かは、交渉・取引費用に依
存することを明らかにした。また、近年の実験研究の結果を踏まえて、社会的に望ましい配分の実現に対して責
任を感じる主体が存在する場合に、各個人に帰結のみを申告させる「帰結メカニズム」によって遂行可能な社会
選択ルールのクラスを識別した。さらに、メカニズムが繰り返し形成・維持されるためには、メカニズムへの参
加者が過去の情報から選ばれる投票プロセスの導入が重要で、不払い者に対する罰則ルールは必ずしも機能しな
いことを実験で観察した。

研究成果の概要（英文）：Regarding mechanism design in economies with externalities, we show whether 
the efficient grand coalition is formed depends crucially on bargaining and transaction costs when 
agents take farsighted behavior. In addition, in the case in which there are agents who feel 
responsible for achieving socially desirable allocations as observed in recent economic experiments,
 we identify the class of social choice rules by outcome mechanisms in which each agent reports an 
outcome only. Moreover, we observe in our experiments that for a mechanism to be formed and 
maintained repeatedly, it is important to introduce a voting process to select participants in the 
mechanism based on past information, but punishment rules on non-contributors may not work well.

研究分野： ミクロ経済理論

キーワード： ミクロ経済理論　ゲーム理論　実験経済学

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
外部性の存在する経済において、効率的で公平な資源配分を遂行するメカニズム・デザインの問題に関して、ミ
クロ経済理論とゲーム理論等の手法を用いて分析を行い、経済実験でメカニズムの性能を検証する新たなアプロ
ーチを用いて研究した。先見的行動の下での資源配分の効率性の達成における交渉・取引費用の存在の重要性
と、社会的に望ましい配分の実現に対して責任を感じる参加者が存在する状況において遂行可能な社会目標の特
徴、さらには、メカニズムが繰り返し用いられ形成・維持されるために、投票による参加者の相互認定プロセス
と罰則ルールが果たす役割と意義などを明らかにし、従来の研究では得られなかった新たな知見を得た。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
従来のメカニズム・デザインの理論では、メカニズムは一度だけ使用され、社会の構成員全

員が参加することを前提とした静学的分析が中心であった。しかしながら、温室効果ガスの滞
留・累積など外部性の影響は長期に及ぶ可能性があるため、繰り返して長期間使用できる頑健
なメカニズムの設計が外部性の存在する経済において求められるが、このようなメカニズムに
関する研究は殆ど行われていなかった。 
 
２．研究の目的 
 
これまでの研究では、メカニズムは一度だけ使用され、社会の構成員全員が参加することを

前提とした分析が主に行われていたのに対して、本研究では、メカニズムが繰り返し用いられ、
参加メンバーが変化しうるケースで、メカニズムがどのように形成・維持されていくかについ
ての分析を行う。外部性の存在する経済におけるメカニズム・デザインについて、メカニズム
の形成・維持プロセス、先見的行動、提携形成行動の観点等から検討し、新たな制度設計のモ
デル構築を行うことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 
外部性の存在する経済において、効率的で公平な資源配分を遂行するメカニズム・デザイン

に関する問題について、ミクロ経済理論、ゲーム理論、進化ゲーム・シミュレーションの手法
等を用いて分析を行い、メカニズムの性能を経済学実験で検証する。理論・シミュレーション
分析と経済実験を融合させ、新たなモデルを構築する。 
 
４．研究成果 
 
外部性の存在する経済におけるメカニズム・デザインについて、理論と実験の両方の手法を

用いて分析した。本研究では、メカニズムが繰り返し長期に使用される状況を考察するので、
従来のメカニズム・デザインの理論で用いられてきた多くの均衡概念で想定されたように、参
加者は、近視眼的な目先の利得のみに注目するのではなく、もっと先のことも考慮に入れた先
見的行動をとるものとする。  
外部性の存在する経済において、主体が目先の利益ではなく、ある程度先のことを考慮に入

れて先見的行動をとる場合には、効率的な全体提携が形成される可能性を吟味した。提携を形
成する交渉・取引費用が小さい場合には、全体提携が形成される。しかし、交渉・取引費用が
大きく、形成可能な提携構造に制約がある場合には、全体提携形成が困難になり、効率性の達
成が困難になることを明らかにした。 
また、これまでのメカニズム・デザインの理論研究では、各主体は利己的でメカニズムの帰

結のみに関心があると通常仮定されている。ところが、近年の実験研究では、帰結だけに関心
を示すのではなく、正直に社会状態を申告することを選好する被験者も観察されてきた。そこ
で、参加者が、社会的に望ましい配分を報告する場合と報告しない場合でメカニズムの帰結が
無差別な場合には、社会的に望ましい配分を報告するという弱い意味で、社会的に望ましい配
分の実現に対して責任を感じる参加者が存在する状況における制度設計の理論を分析した。 
Dutta=Sen (2012)は，このような正直に社会状態を申告したいという選好をもつ個人が存在

すると想定した上で、幅広いクラスの社会目標をナッシュ遂行するようなメカニズムを考案し
ている。しかしながら、Dutta=Sen のメカニズムでは、各個人に帰結と選好プロフィールの両
方を申告させる必要があった。本研究では，各個人に帰結のみを申告させ、選好プロフィール
の申告を要求しない「帰結メカニズム」を提唱した。帰結メカニズムを用いたとしても
Dutta=Sen の同様に、正直申告を選好する主体が少なくとも一人いるならば、非拒否権性を満
たすあらゆる社会目標が遂行可能となる。さらに、正直申告を選好する主体が少なくとも二人
いるならば、より弱い条件である全会一致性を満たすあらゆる社会目標が帰結メカニズムで遂
行可能となることを明らかにした。 
また、メカニズムが形成・維持されるために、必要な条件は何かを探るため、以下の設定の

下での実験を行った。社会の各構成員が一定額の金額を支払い、プールされた資金を予め決ま
った順番で享受できるメカニズムを考える。メカニズムに参加メンバーの過去の行動に関する
情報、すなわち、過去の支払額の情報が利用可能であり、これらの情報に基づいて、次期のメ
カニズムにおいて構成するメンバーを選ぶ投票を行う。各メンバーは、他のメンバーから、メ
カニズムに参加することの承認を得る必要があり、相互認定ルールによってメカニズムの構成
メンバーが決まる。参加の承認に最低限必要な他のメンバーの数は、他のメンバーが全員一致
して承認することが必要なケースと、過半数以上のメンバーが承認することが必要なケースの
二種類の条件を考察した。さらに、支払いをしなかった人は、社会的便益を受け取ることがで
きない罰則ルールを導入する。2 種類の投票ルールと罰則ルールを各々用いるか否かを条件と
して組みあわせ、全部で 6種類の設定を比較した。  
 このようにして、過去の情報に基づくメンバー選抜の投票と罰則ルールが、メカニズムの形



成・維持にどのような役割を果たすのかを実験で吟味した。特に、全員一致して承認すること
が必要なケースよりも、過半数以上のメンバーが承認することが必要なケースの方が、平均支
払額が高いという結果を観察した。さらに、罰則ルールの導入は必ずしも支払額の増加をもた
らすわけではなく、不払い者に対する制裁効果が十分に機能しないことが起こりえた。 
さらに、社会の構成員による支払・貢献額をプールしたものから得られる便益を享受できる

順番が予め決まっておらず、各参加者が自分の便益を受け取る順番が事前にわからないケース
で、メカニズムの参加メンバーが毎回変化しうる状況を実験で考察した。メカニズムへの参加
メンバーの過去の支払額に関する情報が公開され、これらの情報に基づいて、次期のメカニズ
ムにおいて参加できるメンバーを投票で選び、参加できるメンバーは、他のメンバー全員から
メカニズムへの参加承認を得るか、もしくは、過半数以上の他のメンバーからメカニズムに参
加することの承認を得る必要がある。このような投票による相互認定ルールによってメカニズ
ムの構成メンバーが決まり、これを繰り返すことにより、参加メンバーが変化しうるケースと、
参加メンバーは固定され変化しないケースの両方を考察した。 
 また、支払いを全くしなかったメンバーについては、社会的便益を受け取ることができない
罰則を課すケースとこの罰則ルールを一切用いないケースも吟味した。特に、罰則ルールを課
さないケースでも、支払いをしなかった人を自発的に処罰する行動が観察された。このように
して、メカニズムの形成・維持に関して、投票による参加者の相互認定プロセスと罰則ルール
が果たす役割と意義について分析した。 
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